
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３期岩倉市国民健康保険特定健康診査等実施計画及び  

第２期岩倉市国民健康保険データヘルス計画の進捗状況 

 

計画期間 ２０１８年度（平成 30 年度）～２０２３年度（令和 5 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩倉市国民健康保険運営協議会資料 

令和６年５月１４日        

資料３ 



 

 

 

区 分 
計画策定時 

（平成 28年度） 
令和４年度 

令和５年度 

（速報値） 

目標 

（令和 5年度） 

特定健康診査受診率 43.3％ 32.8％ 32.0％ 60％ 

うち 40歳・50歳代 26.5％ 19.9％ 19.5％ 38％ 

 
 

 

 

 

 

 

 

区 分 
計画策定時 

（平成 28 年度） 
令和４年度 令和５年度 

目標 

（令和 5 年度） 

HbA1c6.5％以上で 

未治療者の割合 
13％ 11.8％ 7.8％ 6％以下 

Ⅲ度高血圧で 

未治療者の割合 
37％ 40.0％ 39.3％ 18％以下 

慢性腎臓病重症度分類ﾘｽｸ 

2.3で未治療者の割合 
0.7％ 0.3％ 0.2％ 0.4％以下 
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H30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

特定健康診査受診率の推移

岩倉市 愛知県 県内最高 県内最低

重点目標１ 特定健康診査受診率の向上 

令和６年度実施計画 

・令和６年度より人間ドックのインターネット予約を実施 

・業者委託により、人工知能技術を用いて、特定健康診査の受診結果等を分析し、効率的

かつ効果的な受診勧奨を実施 

重点目標２ 健診後の要治療者で  医療機関未受診者の減少 

令和６年度実施計画 

・保健師、管理栄養士による医療機関への受診勧奨の実施 

・健康リスクを明示した受診勧奨通知の作成 

 

令和３年度から感染症対策のため集団健

診を予約制としたことから受診率が減少し

ていますが、５年度は最終的に４年度を上

回る見込みです。 

第３期データヘルス計画で新たに健康相談

事業を明記しました。人間ドック受診者全員

に健康相談を実施することで早期の生活習

慣改善やリスク軽減につなげます。 



 

 

 

 

区 分 
計画策定時 

（平成 28 年度） 
令和４年度 

令和５年度 

（速報値） 

目標 

（令和 5年度） 

特定保健指導実施率 5.0％ 19.4％ 21.6％ 60.0％ 

 

 

 

 

 

 

 
 

区 分 
計画策定時 

（平成 28 年度） 
令和３年度 令和４年度 

目標 

（令和 5 年度） 

Ⅰ度高血圧以上の割合 40％ 30.2％ 32.4％ 35％以下 

Ⅲ度高血圧以上の割合 3.2％ 1.6％ 1.7％ 1.5％以下 
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令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

特定保健指導実施率の推移

岩倉市 愛知県 県内最高 県内最低

令和６年度実施計画 

・管理栄養士による健康相談で高血圧の栄養指導等を実施 

重点目標３ 特定保健指導実施率の向上 

重点目標４ 高血圧対策 

令和６年度実施計画 

・健診結果送付後に特定保健指導対象者には個別に電話勧奨を実施 

・人間ドック費用助成申請時に特定保健指導を実施 

人間ドック費用助成の申請時に、特定保健指導の初

回実施を積極的に行っていますが、集団健診の対象

者の実施率が低い状況です。今後も保健指導強化

週間を設定するなど実施率向上に取り組みます。 

※現時点での最新情報は、令和４年度です。 

人間ドック費用助成申請時の受診結果から、

Ⅲ度該当者は医療機関への受診勧奨、Ⅰ度

該当者は生活習慣改善のための健康相談を

令和５年度から強化しています。 



 
 

 

 

１ ジェネリック医薬品割合の向上 

 

区 分 
計画策定時 

（平成 29 年 6 月調剤） 
令和３年度 令和４年度 

目標 

（令和５年度） 

ジェネリック 

医薬品割合 
61.0％ 78.4％ 81.6％ 80％ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 重複服薬者の減少 
 

区分 
計画策定時 

（平成 29年度） 
令和４年度 令和５年度 

目標 

（令和 5年度） 

重複服薬者 16人 １人 ２人  8人以下 

 

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

岩倉市 74.8% 76.7% 78.8% 78.4% 81.6%

県 78.2% 80.9% 82.8% 83.1% 84.7%

国 77.7% 80.4% 82.1% 78.8% 83.7%
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後発医薬品割合（数量ベース）

年度推移

※現時点での最新情報は、令和４年度です。

重点目標５ 医療費適正化の推進 

令和６年度実施計画 

・重複服薬対象者に対して訪問指導を実施 

（重複服薬者とは） 

３か月連続して、１か月に同一薬剤または、同様の効能・効果をもつ薬剤を２以上の

医療機関から処方されている人 

令和６年度実施計画 

・ジェネリック医薬品差額通知 

・ジェネリック医薬品希望シールを貼った保険証ケースの配布 

 

出典：調剤医療費の動向（厚生労働省） 

３年度で初めて減少に転じましたが、４年度で再

び増加し、目標を達成しました。これまでの取組

に加えて広報の掲載内容を変更するなどさらな

る周知に努めます。 

令和３年度に保健師等による訪問指導を実施しており、対象者

が減少しました。今後も対象者に継続して指導を実施します。 


